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名）第 25 巻第３号（2014 年）に掲載された。そのことから、本論文は、質的に見ても、博士学
位論文にふさわしいレベルにあると評価できる。 
第３に、ＡＳＤ児の自己鏡像理解に関する養育者への半構造化面接によるインタビュー調査に
基づく研究は、確定診断以前の自閉症児の鏡映像への反応や特異的な関わりを探ろうとする斬新
な試みであり、これまでほとんど行われていないことから、極めて有益な知見が得られたと言え
る。ＡＳＤ児には、自己鏡映像への興味や関心が低く社会的反応に乏しい児が多い一方で、少数
ながら極端な鏡像への固執的反応を示すＡＳＤ児もいることも明らかとなった。また、こうした
傾向が幼児期以前の乳児期の姿勢・運動機能の発達の特異性とも関連している可能性が示唆され
た。 
最後に第４章「総括」では、ＴＤ児とＡＳＤ児のそれぞれで行われた研究手法の異なる二つの
研究をつなげて、全体として子どもの自己映像認知の発達の大きな流れを描こうとする試みが行
われている。これは文字通り未だ「試み」の域を出ないが、個別の実証的研究を子どもの発達の
全体性を念頭においてその中に位置づけようとする著者の姿勢を示すものであり、本研究科の人
間発達学研究の理念にも合致していると評価できる。 
 
 以上から、本審査委員会における審査の結果、本論文が愛知県立大学博士（人間発達学）の学
位授与に相応しい水準にあると全員一致で判断した。 
